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「平成 25 年度版 工事歩掛要覧＜土木編 上＞」 【お詫びと訂正】 

 

 日頃より当会の出版物をご利用いただきまして厚く御礼申し上げます。 

 この度、ご購入いただきました「平成 25 年度版 工事歩掛要覧＜土木編 上＞」におきまし

て、掲載内容の一部に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。 
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平成 25 年度版  工事歩掛要覧〈土木編  上〉正誤表

　内容に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

頁・項目 誤 正

138 頁
❶土量変化率等

表Ⅱ 1─ 4
表Ⅱ 1 ─ 5
表　中

138　❶　土量変化率等

⑶　適用土質および機械損料補正

表Ⅱ1―3　適用土質および機械損料補正

分　類　名　称 掘　　削　　積　　込 ダンプトラック運搬 敷均し・締固め
適用土質 損料補正 適用土質 損料補正 損料補正

レ キ 質 土 レ キ 質 土 1. 00 土 　 砂 1. 00 1. 00
砂・ 砂 質 土 砂・ 砂 質 土 1. 00 〃 1. 00 1. 00
粘 性 土 粘 性 土 1. 00 〃 1. 00 1. 00
岩 塊・ 玉 石 岩 塊・ 玉 石 1. 00 〃 1. 00 1. 00
軟 岩 （Ⅰ） レ キ 質 土 1. 00 軟 　 岩 1. 00 1. 00
軟 岩 （Ⅱ） 〃 1. 00 〃 1. 00 1. 00
中 硬 岩 破 砕 岩 1. 25 硬 　 岩 1. 25 1. 25
硬 岩 （Ⅰ） 〃 1. 25 〃 1. 25 1. 25
（注）　　1．軟岩（Ⅰ），軟岩（Ⅱ），中硬岩，硬岩（Ⅰ）の掘削積込は，「ルーズな状態」に適用する。

2．各土質の分類名称の定義は，「土木工事共通仕様書」による。
3．機械損料補正は歩掛のみに適用する。なお，施工パッケージについては，パッケージ単価に岩石作業における機械損料の影響
を含んでいる。

表Ⅱ1―4　適用土質⑴

分 類 名 称
施 工 パ ッ ケ ー ジ 区 分

掘削 掘削（砂防） 積込（ルーズ）積込（ルーズ）（砂防） 押土（ルーズ）押土（ルーズ）（砂防）
レ キ 質 土

土砂 土砂 土砂 土砂 土砂 土砂砂・ 砂 質 土
粘 性 土
岩 塊 ・ 玉 石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石
軟 岩 （Ⅰ） 軟岩 軟岩 土砂 土砂 土砂 土砂軟 岩 （Ⅱ）
中 硬 岩 硬岩 硬岩 破砕岩 破砕岩 破砕岩 破砕岩軟 岩 （Ⅰ）
転 石 ― 転石 ― ― ― ―

⑷　土質区分の対応
　土木工事共通仕様書における土質分類と積算条件の土質区分の関係は，以下のとおりである。

表Ⅱ1―5　適用土質⑵

分 類 名 称 施 工 パ ッ ケ ー ジ 区 分
法面整形 土砂等運搬 土砂等運搬（砂防）

レ キ 質 土
レキ質土，砂・砂質土，粘性土 土砂 土砂砂・ 砂 質 土

粘 性 土
岩 塊 ・ 玉 石 ―
軟 岩 （Ⅰ） 軟岩（Ⅰ） 軟岩 軟岩軟 岩 （Ⅱ）

軟岩（Ⅱ），中硬岩，硬岩中 硬 岩 硬岩 硬岩軟 岩 （Ⅰ）
転 石 ― ― ―

138　❶　土量変化率等

⑶　適用土質および機械損料補正

表Ⅱ1―3　適用土質および機械損料補正

分　類　名　称 掘　　削　　積　　込 ダンプトラック運搬 敷均し・締固め
適用土質 損料補正 適用土質 損料補正 損料補正

レ キ 質 土 レ キ 質 土 1. 00 土 　 砂 1. 00 1. 00
砂・ 砂 質 土 砂・ 砂 質 土 1. 00 〃 1. 00 1. 00
粘 性 土 粘 性 土 1. 00 〃 1. 00 1. 00
岩 塊・ 玉 石 岩 塊・ 玉 石 1. 00 〃 1. 00 1. 00
軟 岩 （Ⅰ） レ キ 質 土 1. 00 軟 　 岩 1. 00 1. 00
軟 岩 （Ⅱ） 〃 1. 00 〃 1. 00 1. 00
中 硬 岩 破 砕 岩 1. 25 硬 　 岩 1. 25 1. 25
硬 岩 （Ⅰ） 〃 1. 25 〃 1. 25 1. 25
（注）　　1．軟岩（Ⅰ），軟岩（Ⅱ），中硬岩，硬岩（Ⅰ）の掘削積込は，「ルーズな状態」に適用する。

2．各土質の分類名称の定義は，「土木工事共通仕様書」による。
3．機械損料補正は歩掛のみに適用する。なお，施工パッケージについては，パッケージ単価に岩石作業における機械損料の影響
を含んでいる。

表Ⅱ1―4　適用土質⑴

分 類 名 称
施 工 パ ッ ケ ー ジ 区 分

掘削 掘削（砂防） 積込（ルーズ）積込（ルーズ）（砂防） 押土（ルーズ）押土（ルーズ）（砂防）
レ キ 質 土

土砂 土砂 土砂 土砂 土砂 土砂砂・ 砂 質 土
粘 性 土
岩 塊 ・ 玉 石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石 岩塊・玉石
軟 岩 （Ⅰ） 軟岩 軟岩 土砂 土砂 土砂 土砂軟 岩 （Ⅱ）
中 硬 岩 硬岩 硬岩 破砕岩 破砕岩 破砕岩 破砕岩硬 岩 （Ⅰ）
転 石 ― 転石 ― ― ― ―

⑷　土質区分の対応
　土木工事共通仕様書における土質分類と積算条件の土質区分の関係は，以下のとおりである。

表Ⅱ1―5　適用土質⑵

分 類 名 称 施 工 パ ッ ケ ー ジ 区 分
法面整形 土砂等運搬 土砂等運搬（砂防）

レ キ 質 土
レキ質土，砂・砂質土，粘性土 土砂 土砂砂・ 砂 質 土

粘 性 土
岩 塊 ・ 玉 石 ―
軟 岩 （Ⅰ） 軟岩（Ⅰ） 軟岩 軟岩軟 岩 （Ⅱ）

軟岩（Ⅱ），中硬岩，硬岩中 硬 岩 硬岩 硬岩硬 岩 （Ⅰ）
転 石 ― ― ―



平成 25 年度版  工事歩掛要覧〈土木編  上〉正誤表

　内容に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

頁・項目 誤 正

150 頁
❷土工
　（施工パッケージ）

表Ⅱ 1─ 10
表　中

150　❷　土工（施工パッケージ）

②　土砂等運搬
ⓐ　条件区分
　条件区分は，次表を標準とする。

表Ⅱ1―10　土砂等運搬積算条件区分一覧 （積算単位：m3）
土砂等発生現場 積込機械・規格 土 質 DID区間の有無 運搬距離

標 準

バックホウ
山積0. 8m3

（平積0. 6m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅰ1―11
あり 表Ⅰ1―12

軟岩 なし 表Ⅰ1―11
あり 表Ⅰ1―12

硬岩 なし 表Ⅰ1―11
あり 表Ⅰ1―12

バックホウ
山積1. 4m3

（平積1. 0m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅰ1―13
あり 表Ⅰ1―14

軟岩 なし 表Ⅰ1―13
あり 表Ⅰ1―14

硬岩 なし 表Ⅰ1―13
あり 表Ⅰ1―14

バックホウ
山積0. 45m3

（平積0. 35m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅰ1―15
あり 表Ⅰ1―16

軟岩 なし 表Ⅰ1―15
あり 表Ⅰ1―16

硬岩 なし 表Ⅰ1―15
あり 表Ⅰ1―16

クラムシェル

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅰ1―17
あり 表Ⅰ1―18

軟岩 なし 表Ⅰ1―17
あり 表Ⅰ1―18

硬岩 なし 表Ⅰ1―17
あり 表Ⅰ1―18

小 規 模

バックホウ
山積0. 28m3
（平積0. 2m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む）
なし 表Ⅰ1―19
あり 表Ⅰ1―20

バックホウ
山積0. 13m3

（平積0. 10m3）
土砂（岩塊・玉石混じり土含む）

なし 表Ⅰ1―21
あり 表Ⅰ1―22

現場制約あり ―

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅰ1―23
あり 表Ⅰ1―24

軟岩 なし 表Ⅰ1―23
あり 表Ⅰ1―24

硬岩 なし 表Ⅰ1―23
あり 表Ⅰ1―24

（注）　1．本表は，掘削工または作業土工における土砂・軟岩・硬岩の運搬，路体・路床盛土工または置換工等における土取場（仮置場）
から採取する場合の土砂等の運搬，構造物築造のために行う作業土工で生じた残土の処分場までの運搬または掘削工で生じた
残土の処分場までの運搬の他，運搬機械におけるタイヤの損耗および修理にかかる費用等，その施工に必要なすべての機械・
労務・材料費（損料等を含む）を含む。ただし，タイヤ損耗の「良好」，「普通」，「不良」にかかわらず適用できる。

2．DID（人口集中地区）は，国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図によるものとする。
3．運搬距離は片道であり，往路と復路が異なるときは，平均値とする。
4．運搬土量は地山の土量とする。
5．小規模は，１個所当たりの施工土量が100m3程度まで，または平均施工幅が１m未満の場合とする。なお，「１個所当たり」と
は目的物（構造物・掘削等）１個所当たりのことであり，目的物が連続している場合は，連続している区間を１個所とする。

6．現場制約ありとは，現場狭小のため機械搬入が不可な場合。
7．標準とは，「小規模」，「現場制約あり」に該当しない場合。

150　❷　土工（施工パッケージ）

②　土砂等運搬
ⓐ　条件区分
　条件区分は，次表を標準とする。

表Ⅱ1―10　土砂等運搬積算条件区分一覧 （積算単位：m3）
土砂等発生現場 積込機械・規格 土 質 DID区間の有無 運搬距離

標 準
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山積0. 8m3

（平積0. 6m3）
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あり 表Ⅱ1―12

軟岩 なし 表Ⅱ1―11
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バックホウ
山積1. 4m3

（平積1. 0m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅱ1―13
あり 表Ⅱ1―14

軟岩 なし 表Ⅱ1―13
あり 表Ⅱ1―14

硬岩 なし 表Ⅱ1―13
あり 表Ⅱ1―14

バックホウ
山積0. 45m3

（平積0. 35m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅱ1―15
あり 表Ⅰ1―16

軟岩 なし 表Ⅱ1―15
あり 表Ⅱ1―16

硬岩 なし 表Ⅱ1―15
あり 表Ⅱ1―16

クラムシェル

土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅱ1―17
あり 表Ⅱ1―18

軟岩 なし 表Ⅱ1―17
あり 表Ⅱ1―18

硬岩 なし 表Ⅱ1―17
あり 表Ⅱ1―18

小 規 模

バックホウ
山積0. 28m3
（平積0. 2m3）

土砂（岩塊・玉石混じり土含む）
なし 表Ⅱ1―19
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土砂（岩塊・玉石混じり土含む） なし 表Ⅱ1―23
あり 表Ⅱ1―24

軟岩 なし 表Ⅱ1―23
あり 表Ⅱ1―24

硬岩 なし 表Ⅱ1―23
あり 表Ⅱ1―24

（注）　1．本表は，掘削工または作業土工における土砂・軟岩・硬岩の運搬，路体・路床盛土工または置換工等における土取場（仮置場）
から採取する場合の土砂等の運搬，構造物築造のために行う作業土工で生じた残土の処分場までの運搬または掘削工で生じた
残土の処分場までの運搬の他，運搬機械におけるタイヤの損耗および修理にかかる費用等，その施工に必要なすべての機械・
労務・材料費（損料等を含む）を含む。ただし，タイヤ損耗の「良好」，「普通」，「不良」にかかわらず適用できる。

2．DID（人口集中地区）は，国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図によるものとする。
3．運搬距離は片道であり，往路と復路が異なるときは，平均値とする。
4．運搬土量は地山の土量とする。
5．小規模は，１個所当たりの施工土量が100m3程度まで，または平均施工幅が１m未満の場合とする。なお，「１個所当たり」と
は目的物（構造物・掘削等）１個所当たりのことであり，目的物が連続している場合は，連続している区間を１個所とする。

6．現場制約ありとは，現場狭小のため機械搬入が不可な場合。
7．標準とは，「小規模」，「現場制約あり」に該当しない場合。



平成 25 年度版  工事歩掛要覧〈土木編  上〉正誤表

　内容に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

頁・項目 誤 正

371 頁
❸プレキャスト
　 擁壁工
（1）適用範囲

第３章　擁　壁　工　371

⑶　施工パッケージ
①　プレキャスト擁壁設置
ⓐ　条件区分
　条件区分は，次表を標準とする。

表Ⅱ3―30　プレキャスト擁壁設置積算条件区分一覧 （積算単位：m）
プレキャスト擁壁高（m） 基礎砕石の有無 均しコンクリートの有無

0. 5以上1. 0以下
あり あり

なし

なし あり
なし

1. 0を超え2. 0以下
あり あり

なし

なし あり
なし

2. 0を超え3. 5以下
あり あり

なし

なし あり
なし

3. 5を超え5. 0以下
あり あり

なし

なし あり
なし

（注）　1．本表は，プレキャスト擁壁設置，基礎砕石（敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕
石等材料費），均しコンクリート（コンクリート・養生材料費，打設・養生労務，電力に関する経費，
シュート，ホッパ，バイブレータ損料），型枠（型枠材料費，型枠製作・設置・撤去労務，はく離剤
塗布およびケレン），養生，ブロック接合，現場内小運搬（10m程度），敷モルタル，目地モルタル，
排水材等，その施工に必要なすべての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

2．基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は，別途考慮する。
3．養生は，養生材の被覆，散水養生，被覆養生程度のものであり，保温養生等の特別な養生を必要と
する場合は，養生費を「第６章❶コンクリート工」により別途計上する。

4．ペーラインコンクリートが必要な場合は，「第６章❶コンクリート工」により別途計上する。
5．整品を斜めにカットしたタイプの擁壁ブロック高さは，中央値を採用する。

❸　プレキャスト擁壁工
⑴　適用範囲
　本資料は，次に示すプレキャスト擁壁の施工に適用する。
　・擁壁の形式：L型，逆T型，側溝付，天端勾配カット，ブロック分割型，嵩上品等の特殊な擁壁
　・擁壁の高さ：0. 5m以上5. 0m以下
　・ブロック単体の長さ：2. 0m/個
⑵　施工概要
　施工フローは，次図を標準とする。

 図Ⅱ3―7　施工フロー
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　　　　　　　　　（注）　1．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。
　　　　　　　　　　　　2．本施工パッケージには，撤去は含まれていない。

⑶　単 価 表

表Ⅱ3―28　圧送管組立・撤去費（場所打擁壁工）　10m3当たり　単価表
名　　　　　称 規　　　　　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　　　　要

普 通 作 業 員 人 0. 46×

諸 雑 費 式 1 （まるめ）
計

3/日）

　参照歩掛・単価表
単　価　表　名 単　　位 参照表番号

擁壁工コンクリート打設［場所打擁壁工（2）］ 10m3 表Ⅱ3―27

表Ⅱ3―29　機械運転単価表
機　　械　　名 規　　　　格 単価表 指　　定　　事　　項

コンクリートポンプ車 ブーム式90 ～ 110m3/h 機―20

機械損料１→コンクリートポンプ車
運転労務数量→1. 00
燃料消費量→77
機械損料数量→1. 02
機械損料２→コンクリート圧送管（径125mm）
単　　　　位→m・供用日

第３章　擁　壁　工　371

⑶　施工パッケージ
①　プレキャスト擁壁設置
ⓐ　条件区分
　条件区分は，次表を標準とする。

表Ⅱ3―30　プレキャスト擁壁設置積算条件区分一覧 （積算単位：m）
プレキャスト擁壁高（m） 基礎砕石の有無 均しコンクリートの有無

0. 5以上1. 0以下
あり あり

なし

なし あり
なし

1. 0を超え2. 0以下
あり あり

なし

なし あり
なし

2. 0を超え3. 5以下
あり あり

なし

なし あり
なし

3. 5を超え5. 0以下
あり あり

なし

なし あり
なし

（注）　1．本表は，プレキャスト擁壁設置，基礎砕石（敷設・転圧労務，材料投入・締固め機械運転経費，砕
石等材料費），均しコンクリート（コンクリート・養生材料費，打設・養生労務，電力に関する経費，
シュート，ホッパ，バイブレータ損料），型枠（型枠材料費，型枠製作・設置・撤去労務，はく離剤
塗布およびケレン），養生，ブロック接合，現場内小運搬（10m程度），敷モルタル，目地モルタル，
排水材等，その施工に必要なすべての機械・労務・材料費（損料等を含む）を含む。

2．基礎砕石の敷均し厚は，20cm以下を標準としており，これにより難い場合は，別途考慮する。
3．養生は，養生材の被覆，散水養生，被覆養生程度のものであり，保温養生等の特別な養生を必要と
する場合は，養生費を「第６章❶コンクリート工」により別途計上する。

4．ペーラインコンクリートが必要な場合は，「第６章❶コンクリート工」により別途計上する。
5．整品を斜めにカットしたタイプの擁壁ブロック高さは，中央値を採用する。

⑶　単 価 表

表Ⅱ3―28　圧送管組立・撤去費（場所打擁壁工）　10m3当たり　単価表
名　　　　　称 規　　　　　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　　　　要

普 通 作 業 員 人 0. 46×

諸 雑 費 式 1 （まるめ）
計

3/日）

　参照歩掛・単価表
単　価　表　名 単　　位 参照表番号

擁壁工コンクリート打設［場所打擁壁工（2）］ 10m3 表Ⅱ3―27

表Ⅱ3―29　機械運転単価表
機　　械　　名 規　　　　格 単価表 指　　定　　事　　項

コンクリートポンプ車 ブーム式90 ～ 110m3/h 機―20

機械損料１→コンクリートポンプ車
運転労務数量→1. 00
燃料消費量→77
機械損料数量→1. 02
機械損料２→コンクリート圧送管（径125mm）
単　　　　位→m・供用日

❸　プレキャスト擁壁工
⑴　適用範囲
　本資料は，次に示すプレキャスト擁壁の施工に適用する。

　・擁壁の形式：L型，逆T型，側溝付，天端勾配カット，ブロック分割型，嵩上品等の特殊な擁壁
　・擁壁の高さ：0. 5m以上5. 0m以下
　・ブロック単体の長さ：2. 0m/個
⑵　施工概要
　施工フローは，次図を標準とする。

 図Ⅱ3―7　施工フロー
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　　　　　　　　　（注）　1．本施工パッケージで対応しているのは，二重実線部分のみである。
　　　　　　　　　　　　2．本施工パッケージには，撤去は含まれていない。

①　適用できる範囲（以下の全ての条件に該当する場合）
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　内容に誤りがありましたので、お詫びして訂正いたします。

頁・項目 誤 正

616 頁
❼仮橋・
　 仮桟橋工

表Ⅱ 7─ 72
表　中

616　❼　仮橋・仮桟橋工

❽　汚濁防止フェンス工
⑴　適用範囲
　本資料は，河川，海岸工事等に使用する汚濁防止フェンスの据付・撤去に適用する。
⑵　据付・撤去費
　据付・撤去費は，次表を標準とする。

　　　　　　　　　　　　表Ⅱ7―73　据付・撤去費　　　　　　　　  （ 1 m当たり）　
名　　　　称 単　位 単　　価

据 付 費 円 2, 640
撤 去 費 〃 1, 680
　（注）　1．フェンスは，賃料とする。
　　　　2．据付費は，フェンス組立からフェンスおよびアンカー材の設

置点検までの費用であり，撤去費は，フェンスおよびアンカー
材の撤去からフェンス解体清掃までの費用である。

　　　　3．アンカー工（アンカーブロック（質量１t/個），アンカーワ
イヤ，アンカーブイ）の費用として，フェンス賃料の12％計
上することを標準とする。ただし，現場条件により，これに
より難い場合は別途考慮する。

⑶　単 価 表

表Ⅱ7―74　汚濁防止フェンス　100m当たり　単価表
名　　　　　称 規　　　　　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　　　　要

据 付 費 m 100 表Ⅱ7―73
撤 去 費 〃 100 　　〃
フ ェ ン ス 賃 料 〃 100
ア ン カ ー 工 式 001 フェンス賃料×0. 12
諸 雑 費 〃 001 （まるめ）

計

表Ⅱ7―71　バイブロハンマとウォータージェット併用施工による H形鋼の打込　10本当たり　単価表
 （H形鋼打込長○○m）　
名　　　　　称 規　　　　　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 10×1 表Ⅱ7―62，Ⅱ7―64

と び 工 〃 10×2 　　　　〃

特 殊 作 業 員 〃 10×1 　　　　〃

普 通 作 業 員 〃 10×1 　　　　〃

バ イ ブ ロ ハ ン マ
杭 打 機 運 転 日 10 表Ⅱ7―58，Ⅱ7―61，

表Ⅱ7―58，Ⅱ7―64

Ⅱ7―64

杭打ち用ウォーター
ジ ェ ッ ト 運 転

排出ガス対策型

排出ガス対策型

エンジン式
ポンプ圧力14. 7MPa
325ℓ/min

〃 10×台数

諸 雑 費 式 1 表Ⅱ7―66（○％）
計

　参照歩掛・単価表
単　価　表　名 単　　位 参照表番号

上部工架設・撤去工 10 t 表Ⅱ7―54
覆工板設置・撤去工 100m2 表Ⅱ7―55
橋脚設置・撤去工（直接基礎形式） 10 t 表Ⅱ7―57
杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式） 10 t 表Ⅱ7―67
導枠設置・撤去工 杭橋脚打込10本 表Ⅱ7―68

表Ⅱ7―72　機械運転単価表

機　　械　　名 規　　　格 単価表 指　定　事　項
労務 燃料 損料 賃料

クローラクレーン
油圧駆動式ウインチ・
ラチスジブ型

 35t 吊

機―27 ―

80

― 1.0

 40t 吊 80
 50t 吊 96
 55t 吊 96
 65t 吊 112
 80t 吊 120
100t 吊 128
150t 吊 168

電動式バイブロハンマ
杭 打 機

バイブロハンマ（単体）
電動式・普通型60kW，90kW

機―20
1.00 74 1.20 ―

クローラクレーン
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型
50～ 55 t 吊

1.20 ― 1.20 ―

杭 打 ち 用
ウォータージェット

排出ガス対策型　エンジン式
ポンプ圧力14. 7MPa
吐出量325ℓ/min

機―24 ― 118 1.20 ―

616　❼　仮橋・仮桟橋工

❽　汚濁防止フェンス工
⑴　適用範囲
　本資料は，河川，海岸工事等に使用する汚濁防止フェンスの据付・撤去に適用する。
⑵　据付・撤去費
　据付・撤去費は，次表を標準とする。

　　　　　　　　　　　　表Ⅱ7―73　据付・撤去費　　　　　　　　  （ 1 m当たり）　
名　　　　称 単　位 単　　価

据 付 費 円 2, 640
撤 去 費 〃 1, 680
　（注）　1．フェンスは，賃料とする。
　　　　2．据付費は，フェンス組立からフェンスおよびアンカー材の設

置点検までの費用であり，撤去費は，フェンスおよびアンカー
材の撤去からフェンス解体清掃までの費用である。

　　　　3．アンカー工（アンカーブロック（質量１t/個），アンカーワ
イヤ，アンカーブイ）の費用として，フェンス賃料の12％計
上することを標準とする。ただし，現場条件により，これに
より難い場合は別途考慮する。

⑶　単 価 表

表Ⅱ7―74　汚濁防止フェンス　100m当たり　単価表
名　　　　　称 規　　　　　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　　　　要

据 付 費 m 100 表Ⅱ7―73
撤 去 費 〃 100 　　〃
フ ェ ン ス 賃 料 〃 100
ア ン カ ー 工 式 001 フェンス賃料×0. 12
諸 雑 費 〃 001 （まるめ）

計

表Ⅱ7―71　バイブロハンマとウォータージェット併用施工による H形鋼の打込　10本当たり　単価表
 （H形鋼打込長○○m）　
名　　　　　称 規　　　　　格 単　位 数　量 単　価 金　額 摘　　　　　要

土 木 一 般 世 話 役 人 10×1 表Ⅱ7―62，Ⅱ7―64

と び 工 〃 10×2 　　　　〃

特 殊 作 業 員 〃 10×1 　　　　〃

普 通 作 業 員 〃 10×1 　　　　〃

バ イ ブ ロ ハ ン マ
杭 打 機 運 転 日 10 表Ⅱ7―58，Ⅱ7―61，

表Ⅱ7―58，Ⅱ7―64

Ⅱ7―64

杭打ち用ウォーター
ジ ェ ッ ト 運 転

排出ガス対策型

排出ガス対策型

エンジン式
ポンプ圧力14. 7MPa
325ℓ/min

〃 10×台数

諸 雑 費 式 1 表Ⅱ7―66（○％）
計

　参照歩掛・単価表
単　価　表　名 単　　位 参照表番号

上部工架設・撤去工 10 t 表Ⅱ7―54
覆工板設置・撤去工 100m2 表Ⅱ7―55
橋脚設置・撤去工（直接基礎形式） 10 t 表Ⅱ7―57
杭橋脚設置・撤去工（杭基礎形式） 10 t 表Ⅱ7―67
導枠設置・撤去工 杭橋脚打込10本 表Ⅱ7―68

表Ⅱ7―72　機械運転単価表

機　　械　　名 規　　　格 単価表 指　定　事　項
労務 燃料 損料 賃料

クローラクレーン
油圧駆動式ウインチ・
ラチスジブ型

 35t 吊

機―27 ―

80

― 1.0

 40t 吊 80
 50t 吊 96
 55t 吊 96
 65t 吊 112
 80t 吊 120
100t 吊 128
150t 吊 168

電動式バイブロハンマ
杭 打 機

バイブロハンマ（単体）
電動式・普通型60kW，90kW

機―20 1.00 74
1.20 ―

クローラクレーン
油圧駆動式ウインチ・ラチスジブ型
50～ 55 t 吊

1.20 ―

杭 打 ち 用
ウォータージェット

排出ガス対策型　エンジン式
ポンプ圧力14. 7MPa
吐出量325ℓ/min

機―24 ― 118 1.20 ―


	H25歩掛要覧＜土木編 上＞正誤表atama.pdf
	H25歩掛要覧＜土木編 上＞正誤表.pdf

